
 
                 

 
 

 

 
                          

開催日： 令和 8 年 2 月 25 日(水)  午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 
会  場： 港区立産業振興センター 会議室 港区芝 5 丁目 36-4 (札ノ辻スクエア 10 階) 
参加費： １名 33,000 円 ２名目以降 １名につき 27,500 円（いずれも税込み） （ｷｬﾝｾﾙ通知は 1 週間前までに） 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[お問合せ・申込方法]  (株)経営コンサル 105-0003 東京都港区西新橋 2-9-3 ℡(03)3501-6811 
申込方法  下記申込書にご記入の上､FAX(全面)送信､又は E-mail､Web 上でお申し込みください。 

FAX (03)3580-3580  E-mail：con@sul.co.jp  Website⇒ ㈱経営コンサルセミナー  
《 お 申 込 書 》   □会場   □ＷＥＢ   受講    ☑ください       NO･26-02251 

会社名  ご住所 〒 

電話･FAX 番号  Mail                  

所属･氏名   所属･氏名   

お申込み後関係書類を郵送 WEB 受講は開催終了後､一両日中に視聴用 URL をお送りいたします。 

検 索 ⇒ (株)経営コンサルセミナー ⇒ お申し込み、他のセミナーもご覧ください 

 
■会場受講 ■ＷＥＢ受講 (10 日間開放が選択可能) 

 

 
 

                                                                                   

 

［重点講義内容］ 
昨年の株主総会でも、多数の株主提案がありました。以前は、株主提案をしてくる株主は、一部の特殊なファンドであったり、会社に個人

的な感情を持った株主、極端な活動をする株主などか中心でした。しかし、最近の株主提案の中には、多数の機関投資家の支持を受ける
株主提案も少なくなく、また、株主提案者の中には、公的年金等の資産を預かり運用する等の様々な背景を持つ株主がいます。 

一方、それに対する会社側の対応は、こうした株主提案をしてくる株主を「アクティビスト」「物言う株主」と十把一絡げにしてしまう風潮が、
まだまだ見受けられます。その背景には、「アクティビスト」と「アクティブファンド」「アクティブ運用」といった用語が混同されてしまうなど、近時
の株主に関する知識が不正確なことがあります。 

そして、株主には、色々な運用方針や活動方針があり、アセットオーナーの有無、保有株式数、運用方針、保有期間、議決権行使方
針、株主総会出席の有無等、様々な違いがあります。 
 本セミナーでは、株主に対して正しいスタンスで向き合うことができるよう、株主の特徴を様々な角度から分類し、また株主総会での影響に
も目を配りながら、類型ごとの対応のあり方を実務的な検討いたします。 

Ⅰ 近年株主総会の特徴 
１．目立つアクティビストによる株主提案  ２．本格的な経営権奪取 
３．ギリギリの役員選任議案  ４．株主提案の特徴 

Ⅱ 様々な株主・投資家 
 １．昔の分類   ２．最近の分類する要素  ３．株主・投資家の特徴が現れる場面  ４．現代の分類 
Ⅲ ｢アクティブ｣な株主・投資家の分類 

１．投資家の分類   (1) グリーンメーラー  (2) アクティビスト  (3) アクティブ投資家（アクティブファンド）  
(４) パッシブ投資家（パッシブファンド） 

Ⅳ グリーンメーラー対策  結局何をすればよいか 
１．グリーンメーラーの特徴  ２．グリーンメーラーの手法 
３．グリーンメーラー対策 
 (1) 買収防衛策は有効か   (2) 正常な買収との差はどこに？  (3) グリーンメ－ラーを正しく「嫌がる」 

Ⅴ アクティビスト対策  結局何をすればよいか 
 １．「アクティビスト」と十把一絡げにしない 
    (1) 利益獲得の方法  (2) 株式保有比率   (3) 海外アクティビスト（売却済も含む）  (4) 国内アクティビスト 
 ２．アクティビストの活動と対策  (1) 行動パターン  (2) 主張内容  (3) 行動の具体的な流れ 
 ３．アクティビスト対策の留意点     株主提案を会社が受け入れた実例 
Ⅵ アクティブ投資家とパッシブ投資家 
 １．アクティブ投資家  (1) アクティブファンドの特徴  (2) アクティブファンドの活動  (3) アクティブファンド対策 
 ２．アクティブ投資家対策   (1) 「アクティビスト」と混同しない  (2)  公的年金や自治体からの受託 

(3) コーポレート・ガバナンスの充実  (4) 個別説得で変更（反対→賛成）は容易ではない 
 ３．パッシブ投資家（ファンド）    (1) 「パッシブ」の特徴  (2) パッシブファンドの活動 
Ⅶ 個人株主・投資家 
 １．分 類   (1) 保有目的  (2) 投資手法  (3) 会社との関係 
 ２．個人株主・投資家対策  (1) 通常期  (2) 個人向けＩＲ説明会  (3) 株主総会  (4) その他 
Ⅷ 買収防衛策の歴史と今 
  １．企業買収の歴史  (1) 著名会社による（敵対的）買収  (2) 買収したりされたり 

(3) 反社会的勢力の進出  (4) 外国勢力による買収等  (5) 異業種からの買収 
  ２．買収防衛策の概要  ３．買収防衛策の難点 

Ⅸ その他  １．その他の株主  ２．これからの株主総会  など 

株主の理解･対応で必ず役立つ(株)経営コンサル/ /特別研究セミナー 


